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1) 川本芳 (2008)野生動物との新たな関係 【241-
外来種の排除と根絶に向けて- サル(1)ニホン
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大 型 オrナ ガ ザ ル 臥 科 (p,ocynocephalus と
ParadolL'chopithecus),東ユーラシアで見つかっているマ
カク類などに関して古生物学的な解析を行い,それらの
系統位置や古生物地理などを明らかにした.
A-2)束アジアのマカク頭骨化石の形態学的研究
伊藤毅,西村剛,高井正成
ベトナム北部 トウンランの後期更新世と見られる
堆積物から見つかったマカク頭骨化石の内部構造と外
衣形態を現生種と比較し系統解析を行った.化石柾を含
めたマカク属を対象に,CTを用いた頭骨内部構造の解
析と幾何学的形態測定を用いた頭骨および歯牙の解析
を行った.
A-3)台湾から見つかっているオナガザル科化石の研究
荻野慎太郎,高井正成
台湾南部の中期更新世の地層から見つかったオナ
ガザル科のものと考えられる遊離歯化石の記軌 ならび
に古生物地理学的研究を行った.
A-4)日本列島における第四紀のニホンザルの進化に関
する古生物学的研究
西岡佑一郎,高井正成,西村剛,伊藤毅
日本列島の第四紀の洞窟･裂っか堆積物,および縄
文追跡から見つかっているニホンザル化石を解析し,そ
の形態的変化と地理的分布の変遷に関して,古生物学的
に検討した.
